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山口県厚生連長門総合病院広報紙 

耳鼻咽喉科  眞﨑  達也  

国民病と言っても過言ではない花粉症 (季節性アレルギー性鼻炎 )。毎年症状にお困りの方

も多いのではないでしょうか？実は、近年の調査で日本人の約 40％もの人が花粉症を

発症していることがわかっています。  

春の花粉症（スギ・ヒノキ）が始まる時期とピーク  

例年、山口県は２月上旬頃からスギ花粉が飛び始める

ことが多く、日本気象協会の予測では 2024 年も

山口県内は２月上旬からスギ花粉の飛散が予測され

ています。飛散のピークは３月上旬頃に迎える予測

ですが、スギ花粉が落ち着いて来た頃にはヒノキ花粉

の飛散が始まり４月中旬頃までが飛散のピークと

なります。ちなみに、飛散量については山口県内は

例年並みの予測ですが、予測以上に飛散量が多くなる

こともあり油断は禁物です。  

花粉症の治療法は？  

花粉症の治療法は大きく 3 つ（薬による治療、手術治療、抗原（＝花粉）の除去・回避）

に分けられます。  

薬による治療：従来の内服薬や点鼻薬の治療のほかに、近年ではアレルゲン免疫療法  

（舌下免疫療法、皮下免疫療法）や注射薬（抗 IgE 抗体製剤）があり、  

症状に応じて組み合わせて行うこともあります。  

手 術 治 療：第一に行う治療ではありませんが、鼻詰まりがひどい場合や薬物療法  

での効果が不十分な場合に治療の選択肢となります。  

抗原除去・回避：ご自身でできる治療法です。マスクやメガネの使用で花粉を取り込まない  

ようにする、外出先から帰ってきた際に衣類や髪をはらって花粉を家の中  

に持ち込まない、うがい・手洗い・洗顔で花粉を洗い流す、外出する時間帯  

を工夫する（午前中や雨天時等）などで症状の悪化を防げます。  

 

。  

引 用 ： 日 本 気 象 協 会 (  h t tp s : // t enk i . jp /po l len/expecta t i on/  )  

花粉症の治療はいつから始めるべき？  

花粉症の治療で大切なのが治療の開始時期です。治療を開始する時期は症状が少しでも

出た時、または症状が出ていなくても花粉の飛散が始まった時です。無症状や症状が

軽いタイミングで治療を開始することで、症状がひどくなってから治療を開始するよりも

症状悪化のピークを軽くすることができます。  

小さなお子さんも花粉症に注意！  

毎年花粉症でお悩みの方も、これまで花粉症がなかった方も  
症状が続く場合はお気軽に耳鼻咽喉科までご相談ください。  

花粉症は大人の方たちだけでなく、実は小さなお子さん

でも花粉症を発症します。実際、5～9 歳の約 30％、

10～19 歳の約 50%がスギ花粉症を発症しているとされ、

大人と変わらないほどです。そして小さなお子さんの場合

に注意しないといけない点はお子さん本人が症状をうまく

伝えられないこともあるということです。ですから、

鼻水・鼻詰まりが続く、夜寝苦しそう、目をよくこすって

いる、なんとなく機嫌が悪いなどありましたらもしかし

たら花粉症の可能性があるかもしれません。  
引用：鼻アレルギーの全国疫学調査 2019 (1998 年, 2008 年との比較)   

速報―耳鼻咽喉科医およびその家族を対象として 


